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【調査研究の概要】

フクロウ・FoE チャンネルは 2012 年 9 月からインターネット放送を開始し 1 年 8 カ月にわたり毎週約 1 時

間の特集番組を軸に放送を継続してきました。放送回数は延べ 130 回以上となりアーカイブも含めた累積視聴

数は約 46,000 回となります。

自分達でタイムリーに情報発信することで様々な課題をより効率的に強力に進めることができるのではない

か。インターネットテレビ放送を自分達でやってしまおう。ということで「フクロウ・FoE チャンネル」の放

送を始めました。放送テーマの設定、取材、内容の準備、解説者、司会役、カメラ、スイッチャーなど全てが素

人集団の手作り放送を開始しました。

【調査研究の経過】

・2012 年 9 月より放送を開始した。ほぼ週 1 回 1時間のペースで放送を行って

います。

・放送開始から 2014 年 4 月末まで 130 回の放送を行いました。

・放送内訳としては規制基準関連 18 回、再稼働関連 13 回、特定秘密保護法 16

回、憲法 12 回、避難の権利・子ども被災者支援法関連 9回、エネルギー基本

計画 7 回、福島・汚染実態 6 回、汚染水問題 4 回、健康管理問題 5 回、原発

輸出 4回、等です。

・継続したタイムリーな取り組みが評価され「第２回 日隅一雄・情報流通促

進賞」大賞を受賞しました。（「フクロウ・ＦoＥチャンネルによる福島原発事

故の被害者支援や情報発信活動等」、受賞者：満田夏花、阪上武）

【今後の展望など】

・週 1 回のペースでの放送を継続します。

・体制およびスタッフの強化：少人数のスタッフでの運営のために個人へ負荷が過大になったり放送技術上の問

題があります。スタッフ、協力者を確保して放送技術レベルアップを図る必要があります。

・より幅広い放送内容とゲストの拡充：脱原発/反原発の課題でスタートしたが憲法や秘密保護法などの問題で

も放送を行い多数の視聴を得ています。個別の課題が実際には別の課題と関連している場合も多く、より広い

視点でテーマ設定を行いテーマに即したゲストを拡充することが重要です。

・SNS、ツイッターなどの機能で双方向コミュニケーションの充実：視聴者からの質問、テーマ設定について

の要望、感想のフィードバックなど、インターネットメディアの特性を活かした双方向コミュニケーションを

充実させ更なる視聴者拡大と影響力の強化を目指します。
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